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 ＬＥＤ用定電流ドライバキット Ver.2（３００ｍＡ～１０００ｍＡ可変型） POWER 

 

 

■特徴 
・大電流ＬＥＤの点灯に適した定電流ドライバモジュールです 
・１８ｘ２５ｍｍの小型基板で実現！ 
・約３００ｍＡ～１０００ｍＡ程度まで好きな電流に調整ができます。 
・広い電圧範囲で動作します。ＤＣ７Ｖ～３０Ｖ 
・スイッチングタイプで発熱が少ないコントロールモジュールです。 
・ＬＥＤを用いた照明装置、電飾、ＤＩＹに最適です。 

■仕様 
電源電圧 ＤＣ７Ｖ～３０Ｖ

※１ 
方式 バックコンバータ（降電圧タイプ）

※１ 
負荷電流 約３００ｍＡ～１０００ｍＡ可変

※２ 
効率 ８０％程度 ＬＥＤ２個の場合 電源１２Ｖ時 

７５％程度 ＬＥＤ１個の場合 電源１２Ｖ時 
サイズ 約２５ｘ１８ｍｍ 高さ：約１１ｍｍ（ボリュームをつけない場合約６ｍｍ） 
付属品 半固定抵抗 １０ｋΩｘ１個（表面オレンジ色） 

※１：最低動作電圧はＬＥＤ合計順方向電圧によります。 
最低動作電圧 ＞ ｛ＬＥＤの順方向電圧（ＶＦ）の合計＋３Ｖ｝ 

※電源電圧が１２Ｖ以下の場合最大電流は９５０ｍＡ前後になり、２０Ｖ以上の場合は１１００ｍＡ前後まで調整できます。 
※このキットにＬＥＤ・配線材料・電源は含まれておりません。別途ご用意ください。 
※製作・使用にあたり巻末の使用上の注意をよく読んでお使いください。 

 
■組み立て 

★放熱板に取り付けて使う場合は異なる作り方をしなければなりません。放熱器への取り

付けをご覧ください。 
１．明るさ調整（電流調整）用の半固定ボリュームを接続図のようにハンダ付けします。 
２．もし遠隔で明るさを調整したい場合は市販のボリューム（１０ｋΩ Ｂカーブをご用

意ください）をリード線で配線すれば離れたところから調整することができます。 
３．複数のＬＥＤを点灯させる場合は原則全て直列に配線してください。 
 

◆基本接続図 

 

◆明るさを遠隔調整する場合（オプション） 

 
 
▲配線の注意 
●放熱器はアルミで出来ています。このアルミ板はドライバ基板のネジを締めることで回路の電源マイナス（アース）と繋が

りますので、放熱器が電源やＬＥＤなど、他の回路と接触しないようにしてください。放熱器の黒い部分はアルマイト処理さ

れているため、表面は電気を通しませんが薄い皮膜ですので、ひっかきやキズなどにより中のアルミが露出してしまいます。 
●電源マイナス（放熱器も）とＬＥＤのカソード（マイナス）を接触させてはいけません。接触するとＬＥＤに過電流が流れ

一瞬で破損します。車のイルミネーション等でお使いになられる場合、車体は電源マイナスと繋がっています。ＬＥＤのカソ

ード端子が車体に触れるとこの状態になりＬＥＤが焼損してしまいますから、バッテリーのプラス極の配線は一番最後にして

ください。必ず配線・接続部分はビニールテープなどで絶縁するようにしてください。セロハンテープは電気絶縁には使わな

いでください。 

※このドライバはプラス極側がコモンになっています（電源のプラスとＬＥＤのアノード端子は基板の中で繋がっています）ので、マイナス

側が接触すると電源に直にＬＥＤを繋いだ状態になってしまうためです。 
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■使い方 

電源の極性を確認してから電源を入れてください。点灯させるＬＥＤの個数、順方向電圧によっても若干変わりますが、時計回

り一杯で約１０００ｍＡ、反時計回りで２５０～３００ｍＡ程度になります。ボリュームを回す角度を見ただけでは電流は大雑把

にしか解りません。正確な電流値を知りたい場合はＬＥＤに直列に電流計を入れて観測しながら調整をしてください。 
配線の繋ぎかえは電源を必ず切ってください。電源を接続したままＬＥＤ配線の外し替えをすると破損する場合があります。 
お使いになるＬＥＤがどのくらいの電流まで使用できるか確認しその範囲内で利用してください。通常１ＡクラスのＬＥＤは放

熱器が必要になります。同じボリューム位置でも、電源電圧によっても電流が若干変動しますので、お使いになられる電源で調整

してください。 
最低電流に近い設定では、次に電源を入れた際に点灯しない場合があります。その場合は少し電流を増やしてお使いください。

３５０ｍＡ以下での点灯は当社 CC350キット 注文番号 #13001をお勧めします。 
 
■発熱について 

このドライバは１台で合計１５Ｗ以上の高出力ＬＥＤを扱うことができます。スイッチングタイプで発熱が少ないとはいえ、１

０００ｍＡで点灯させた場合、６０℃前後と触れないほど熱くなります。常温・電源１２Ｖでお使いの場合は１０００ｍＡでも放

熱なしで連続利用できますが、それ以上の電圧でかつ最大電流でお使いになられる場合は放熱器をつけるか、当社の放熱器とセッ

トになったドライバモジュール[注文番号 #13004]をお使いください。電流が少ない場合は放熱器なしでもご利用いただけます。 
 
■放熱器への取り付け 

このモジュールは放熱板に固定できるよう考慮されています。中央に穴を設けていますので

Ｍ３のネジで固定してください。ネジを通じて放熱板はグランドに接地します。部品が接近し

ていますのでワッシャーなどが周辺の部品・回路パターンに接しないようにしてください。熱

伝導両面テープで固定してもかまいません。 
裏面の配線パターンが放熱器によってショートする恐れがありますから、基板の放熱器の間

に絶縁シートを必ず入れてください。付属の半固定ボリュームはハンダ付けしますと裏面（ハ

ンダ面）に突起が出てしまいますから、外部ボリュームによって調整するようにするか、足を

曲げるなどして放熱器に接する面に出っ張りが出ないようにしてください。配線も同様に出っ張らないようにしてください。 
 
■使用上の注意 
・高出力ＬＥＤは大変明るく点灯します。直視しないようにしてください。ＬＥ

Ｄはこのドライバ以上に相当発熱しますので十分に放熱を行ってください。放熱

が十分でないと短時間のうちに壊れてしまいます。 
・３００ｍＡ以下の電流で点灯させることはできません。 
・ＬＥＤを交換する場合は必ず電源を切ってください。 
・遠隔で明るさを調整している場合、配線が外れますと最大電流の１Ａで点灯す

ることになります。 
・ＬＥＤの極性（アノード，カソード）を逆に接続すると破損する場合がありま

す。 
・スイッチを設ける場合はＬＥＤ側ではなく電源側にスイッチをつけてください。

ＬＥＤ側につけると短期間でＬＥＤが破損します。 
・点灯中・点灯直後はドライバモジュールが熱くなります。触らないでください。 
・本モジュールはＬＥＤの点灯を目的として開発されています。ＬＥＤ以外の点灯素子、定電流回路としては使用できません。 
・車の電気系統をいじることは動作不具合などが原因で交通事故を招く恐れがあります。車の電気配線系に十分理解がある方以

外は行わないでください。万一、事故・火災など起きても責任を負いかねます。 
・本キットはエンジニアの方を対象にした製品です。本製品をお使いになるにはある程度の電気的知識を必要とします。 
・ＬＥＤやモジュールをオシロスコープで観測しないでください。オシロスコープや電源のアースを通じてグランドが導通して

モジュールが破損します。またプローブが溶ける恐れもあります。 
・本モジュールを使用したことによる、損害・損失については一切補償できません。 

・製造上の不良がございましたら、良品とお取替えいたします。それ以外の責についてはご容赦ください。 
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